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―
―
熊
本
託
麻
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の

沿
革
と
地
域
医
療
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

熊
本
託
麻
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
、

１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
、
熊
本
市
東
部
の
託
麻

が
原
台
地
に
「
熊
本
託
麻
台
病
院
」
と
し
て
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
第
１
号
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
承
認
施
設
に
な
り
、
開
設
当
初
よ
り
小
児

か
ら
高
齢
者
に
対
す
る
社
会
復
帰
や
家
庭
復
帰
を

目
指
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
術
後
や
、
脳
卒
中
後
の
片
麻
痺
や

高
次
脳
機
能
障
害
に
対
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
専
門
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
94
年
に
当
院
に
赴
任
し
ま
し
た
が
、
当
時

は
病
院
完
結
型
の
医
療
が
中
心
で
、
１
カ
所
の
病

院
で
急
性
期
か
ら
回
復
期
ま
で
全
て
の
治
療
を

行
っ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
リ
ハ
ビ

リ
病
院
と
急
性
期
病
院
に
お
い
て
は
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
に
対
す
る
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
の

考
え
な
ど
に
、
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
私
自

身
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
ね
。

　

そ
こ
で
95
年
、
当
院
が
事
務
局
と
な
り
、
急
性

期
病
院
と
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
連
携
を
目
的

と
し
た
「
脳
血
管
疾
患
の
障
害
を
考
え
る
会
」
を

立
ち
上
げ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
急
性
期
病
院

と
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
の
連
携
を
志
向
し
た
話

し
合
い
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
熊

本
に
お
け
る
脳
卒
中
診
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
で
す
。
現
在
は
、

熊
本
託
麻
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

病
院
長

平
田 
好
文
氏
に
聞
く

In
t

e
r

v
ie

w

熊本託麻台リハビリテーション病院では、
病院移転前の 2012 年より電子カルテシス
テム「PlusUs‐カルテ（ソフトマックス）」
を導入。回復期リハビリテーションに特化
した機能を活用して、効率的で質の高い医
療を展開している。写真は同システム端末
を背景に、同院院長の平田好文氏

IT化はリハビリ医療に必須と考える病院の
新築移転に際し欲した電子カルテの要件は
患者情報管理と施設管理の両立であった
約 40 年にわたり、熊本市東部地域において真摯にリハビリテーション医療に取り組み、
住民、医療施設にそのプレゼンスを示してきた熊本託麻台リハビリテーション病院だが、
最先端の回復期リハビリテーション医療を展開するために 2013 年に新築移転を実施。
同病院では、それに先立つ 1 年前に電子カルテシステムを導入したのであるが、
高品質なリハビリテーション医療の実践には、“リハビリに適した”システムがあると判断。
病院の現況ならびに電子カルテシステム選択の経緯を、平田好文院長らに聞いた。

熊本県●熊本託麻台リハビリテーション病院



（9）　新　医　療　2014 年９月号

受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
の
テ
ー
マ
は
「
生
活
再
構
築
」
で
す
。

病
床
数
は
１
４
２
床
と
旧
病
院
と
同
じ
で
す
が
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
床
を
58
床
か
ら
２
病
棟
94
床

に
増
や
し
ま
し
た
。
病
棟
は
、
全
体
を
自
宅
と
そ

の
近
く
の
生
活
圏
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
設
計
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
病
室
に
は
自
宅
の
よ
う
に
障
子
を

組
み
込
ん
だ
り
、
ま
た
、
全
て
の
病
棟
に
町
内
の

公
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

を
併
設
し
ま
し
た
。
他
に
は
、
廊
下
は
市
街
地
の

道
路
を
想
定
し
た
造
り
と
し
た
こ
と
に
加
え
、
廊

下
自
体
を
リ
ハ
ビ
リ
の
訓
練
に
役
立
て
る
よ
う
に

５
ｍ
ご
と
の
目
盛
り
を
設
け
て
全
長
１
３
０
ｍ
の

長
さ
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

―
―
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
数
等
を
お
教
え
い
た
だ
け

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

熊
本
県
内
に
あ
る
10
の
急
性
期
病
院
、
34
の
回
復

期
リ
ハ
病
院
、
33
の
療
養
型
病
院
等
が
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

―
―
移
転
の
経
緯
と
新
病
院
の
特
徴
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

建
物
の
老
朽
化
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

の
進
展
に
伴
い
、
よ
り
質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
病

院
を
熊
本
赤
十
字
病
院
に
近
い
中
央
区
帯
山
の
地

に
新
築
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
名
称
も
、
よ

り
病
院
の
個
性
を
訴
え
る
た
め
に
、「
熊
本
託
麻

台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
」と
改
め
ま
し
た
。

な
お
、
旧
病
院
で
は
、
地
理
的
関
係
か
ら
熊
本
市

民
病
院
よ
り
多
く
の
回
復
期
の
患
者
を
引
き
受
け

て
い
ま
し
た
が
、
移
転
に
よ
り
熊
本
市
民
病
院
だ

け
で
な
く
熊
本
赤
十
字
病
院
か
ら
の
患
者
も
引
き

を
的
確
に
行
う
た
め
に
は
、
医
師
や
看
護
師
、
Ｐ

Ｔ
（physical therapist

）、
Ｏ
Ｔ
（occupational 

therapist

）、
Ｓ
Ｔ
（speech therapist

）
な
ど
複

数
の
職
種
と
ス
タ
ッ
フ
が
診
療
情
報
を
共
有
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
病
棟
を
１
つ
の

チ
ー
ム
が
運
営
す
る
と
い
う
体
制
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
し
て
、

診
療
部
・
看
護
部
・
リ
ハ
部
と
い
う
垣
根
を
取
り

払
い
、
１
日
２
回
、
情
報
共
有
と
症
例
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
を
全
員
で
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
こ

で
電
子
カ
ル
テ
が
大
い
に
威
力
を
発
揮
す
る
の
で

す
。
今
や
、
電
子
カ
ル
テ
な
し
で
の
高
品
質
の
リ

ハ
ビ
リ
医
療
の
実
践
は
不
可
能
と
言
え
ま
す
。

　

２
つ
め
の
観
点
は
、
施
設
の
情
報
管
理
か
ら
で

す
。
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
、
保

険
制
度
に
お
い
て
“
成
功
報
酬
”
が
求
め
ら
れ
る

病
院
で
す
。
す
な
わ
ち
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
１
の
加
算
を
認
定
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
新
規
入
院
患
者
の
３
割
以
上
が
重

症
患
者
で
あ
る
こ
と
、
入
院
患
者
の
在
宅
復
帰
率

が
７
割
以
上
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
施
設
基
準
を

常
に
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
で
は
、
こ
の
施
設
基
準
を
維
持
す
る
た
め
に
病

院
運
営
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
日
々
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
は

病
院
管
理
者
だ
け
で
な
く
、
病
院
に
勤
務
す
る
全

職
種
が
共
有
し
て
初
め
て
役
に
立
つ
の
で
す
。

　

こ
の
、
患
者
と
施
設
の
情
報
管
理
の
２
点
を
同

時
に
管
理
・
運
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ソ
フ

ト
マ
ッ
ク
ス
社
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

「PlusUs-

カ
ル
テ
」
を
選
定
し
た
の
で
す
。

―
―
今
後
の
医
療
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
の
病
院
運
営
は
、
昨
今
の
診
療
報
酬
制
度

の
傾
向
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
優
れ
た
少
数
の
名

医
に
よ
る
個
人
の
技
術
力
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
医

療
と
い
う
組
織
力
が
問
わ
れ
る
時
代
で
す
。
そ
れ

に
は
、医
療
Ｉ
Ｔ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
院
内
で
は
、

今
後
地
域
連
携
パ
ス
を
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に

い
か
に
組
み
込
ん
で
い
く
か
が
大
き
な
課
題
の
１

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
医
療
に
お
け

る
課
題
と
し
て
は
、
２
０
２
５
年
を
目
前
に
、
地

域
包
括
ケ
ア
体
制
と
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
と
診
療
所
を
結
ぶ
Ｉ
Ｔ
連
携
は
各
地
で
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
在
宅
医
療
に
お
け
る

情
報
共
有
連
携
シ
ス
テ
ム
は
ま
だ
整
備
が
進
ま
な

い
状
況
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
医
療
に
と
っ
て
は
、
患

者
が
在
宅
で
ど
の
よ
う
な
状
態
で
暮
ら
し
て
い
る

か
を
知
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
の
で
す
。
Ｉ

Ｔ
ベ
ン
ダ
に
は
今
後
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

ぜ
ひ
開
発
し
て
も
ら
い
た
い
と
望
み
ま
す
。

高
品
質
の
リ
ハ
ビ
リ
医
療
に
は

電
子
カ
ル
テ
は
必
須
の
イ
ン
フ
ラ

3 つある病棟全てに、200 ㎡におよぶリハビリ室を整備。病棟のスタッ
フが入院患者のリハビリ治療に病室を出てから戻るまでの全ての行
動を把握できるように設計されている

　

ス
タ
ッ
フ
数
は
医
師
約
15
名
、
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
80
名
、
看
護
師
１
０
０

名
の
他
、
総
計
２
７
０
名
で
す
。
入
院

患
者
数
は
１
日
１
３
５
名
、
外
来
患
者

数
は
１
日
約
１
４
０
名
を
数
え
ま
す
。

―
―
新
病
院
で
は
電
子
カ
ル
テ
が
稼
働

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
選
定
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

２
つ
の
観
点
か
ら
医
療
Ｉ
Ｔ
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
１
点
目
は
、
も
ち
ろ
ん
患
者

の
情
報
管
理
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
医
療
は
、

チ
ー
ム
医
療
が
十
全
に
行
え
る
か
ど
う

か
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、チ
ー
ム
医
療

病
棟
で
ノ
ー
ト
型
端
末
を
操
作
す
る
看
護
師
の
白
石
雅
子
氏
。
同
院
に
は
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
端
末
１
１
２
台
、
ノ
ー
ト
型
端
末
77
台
が
稼
働
し
て
い
る
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情
報
共
有
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
は
必

要
と
い
う
考
え
を
以
前
か
ら
抱
か
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
下
地
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
病
院

移
転
で
院
内
の
Ｉ
Ｔ
基
盤
を
一
新
で
き
る
と
い
う

物
理
的
な
後
押
し
の
要
件
が
加
わ
り
、
電
子
カ
ル

テ
を
導
入
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
」

　

な
お
同
院
が
病
院
移
転
の
１
年
前
に
電
子
カ
ル

テ
を
導
入
し
た
理
由
は
、
使
用
頻
度
の
高
い
直
近

の
診
療
録
を
あ
ら
か
じ
め
デ
ジ
タ
ル
管
理
す
る
こ

と
で
、
移
転
後
の
電
子
カ
ル
テ
に
よ
る
診
療
を
円

滑
に
行
う
こ
と
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

同
院
が
導
入
し
た
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
、

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
一
体
型
の
「PlusU

s-

カ
ル
テ
（
ソ
フ
ト
マ
ッ
ク
ス
）」
で
あ
る
。
同
シ

ス
テ
ム
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
対
応
の
専
門
機
能
や

病
床
管
理
・
看
護
計
画
等
の
病
棟
・
看
護
支
援
機

能
を
は
じ
め
、
多
彩
な
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
選
定
の
基
本
方
針
に

つ
い
て
、
田
尻
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
は
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
が
初
め
て
と
い
う

事
情
も
あ
り
、
医
師
を
は
じ
め
職
員
の
誰
も
が
直

感
的
に
使
用
で
き
る
か
が
選
定
の
前
提
要
件
で
し

た
。
そ
の
上
で
、
回
復
期
リ
ハ
病
院
に
お
け
る
診

療
と
運
営
を
支
援
す
る
機
能
を
ど
の
程
度
備
え
て

い
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
」

　

同
院
で
は
現
場
の
声
を
選
定
に
反
映
さ
せ
る
た

め
に
、
シ
ス
テ
ム
検
討
の
際
に
各
ベ
ン
ダ
に
デ
モ

機
を
数
日
間
用
意
し
て
も
ら
い
、
多
く
の
職
員
が

比
較
検
証
し
た
と
い
う
。
そ
の
際
、『PlusU

s-

カ

ル
テ
』
の
操
作
性
に
加
え
、
電
子
カ
ル
テ
と
し
て

　

熊
本
託
麻
台
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
は
、

２
０
０
２
年
に
回
復
期
リ
ハ
、
04
年
に
亜
急
性
期

の
病
床
を
開
設
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
回
復
期

リ
ハ
病
院
の
施
設
基
準
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
病
床
管
理
を
、
電
子
的
に
行
う
Ｉ
Ｔ
化
を
積
極

的
に
推
進
。
そ
し
て
12
年
５
月
、
病
院
の
新
築
移

転
を
１
年
後
に
控
え
て
、
電
子
カ
ル
テ
の
運
用
を

開
始
し
た
。
情
報
担
当
の
田
尻
貴
裕
氏
は
、
電
子

カ
ル
テ
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

「
当
院
で
は
、
①
業
務
の
効
率
化
・
迅
速
化
に
よ

る
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
②
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
体
制
の
強
化
に
よ
る
医
療
安
全
の
担
保
、
③

デ
ー
タ
の
２
次
利
用
に
よ
る
経
営
へ
の
貢
献
を
目

的
と
し
て
、
電
子
カ
ル
テ
の
新
棟
移
転
の
導
入
を

数
年
前
か
ら
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
併
せ
て
院
長

は
、
回
復
期
リ
ハ
病
院
施
設
基
準
の
永
続
的
な
達

成
と
、
多
職
種
の
チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る
濃
密
な

科
や
分
野
に
合
わ
せ
た
マ
ス
タ
の
整
備
が
可
能
と

聞
い
た
の
で
す
。そ
れ
が
選
定
理
由
の
１
つ
に
な
っ

た
の
は
確
か
で
し
ょ
う
。
実
際
、
同
じ
電
子
カ
ル

テ
を
導
入
し
た
他
院
で
構
築
し
た
マ
ス
タ
群
を
参

照
し
、
当
院
が
必
要
な
項
目
の
み
選
ぶ
形
で
、
容

易
に
マ
ス
タ
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

成
瀬
氏
は
、
回
復
期
リ
ハ
病
院
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
に
お

い
て
重
要
視
す
べ
き
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
イ
ン
シ

デ
ン
ト
報
告
と
看
護
計
画
を
挙
げ
る
。
そ
れ
ら
の

機
能
を
電
子
カ
ル
テ
上
で
運
用
で
き
る
こ
と
も
選

定
要
件
の
１
つ
で
あ
り
、
導
入
か
ら
２
年
を
経
て

順
調
に
稼
働
し
て
い
る
と
い
う
。

　

イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
当

初
、
別
途
導
入
を
検
討
し
た
も
の
の
、
コ
ス
ト
の

関
係
で
断
念
。
代
わ
り
に
「PlusU

s-

カ
ル
テ
」

の
帳
票
機
能
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ビ
ュ
ー
ワ
を
使

い
、
転
倒
と
誤
薬
に
関
す
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告

シ
ス
テ
ム
を
独
自
に
構
築
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以

外
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
も
包
括
的
に
把
握
す
る

た
め
に
、
14
年
３
月
、
１
つ
の
帳
票
に
各
種
報
告

を
集
約
し
て
管
理
す
る
形
の
運
用
ス
タ
イ
ル
に
変

更
し
た
と
い
う
。
そ
の
成
果
に
つ
い
て
、
成
瀬
氏

「回復期リハ病院における診療と運営を支援す
る機能を備えている点が電子カルテ選定の重
要なポイントでした」と話す法人本部 事務局 
情報担当 次長の田尻貴裕氏

医
療
法
人
堀
尾
会

法
人
本
部 
事
務
局 

情
報
担
当

次
長
田
尻
貴
裕
氏
に
聞
く

In
t

e
r

v
ie

w

の
機
能
を
評
価
す
る
声
が
大
多

数
を
占
め
、
そ
れ
が
選
定
理
由

の
１
つ
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

急
性
期
病
院
で
電
子
カ
ル
テ

の
導
入
に
参
画
し
た
経
験
を
持

つ
Ｔ
Ｑ
Ｍ
（T

otal Q
uality 

M
anagem

ent

）
部
の
成
瀬
信
裕

氏
は
、
回
復
期
リ
ハ
病
院
に
お
け

る
シ
ス
テ
ム
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
要
件
と
し

て
、
マ
ス
タ
の
整
備
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
回
復
期
リ
ハ
病
院
の

電
子
カ
ル
テ
は
、
急
性
期
病
院

ほ
ど
多
く
の
マ
ス
タ
を
必
要
と

し
ま
せ
ん
。
ゆ
え
に
急
性
期
病

院
向
け
の
製
品
が
多
い
中
、
い

か
に
回
復
期
リ
ハ
病
院
の
診
療

に
適
し
た
項
目
に
絞
り
込
ん
で

マ
ス
タ
を
整
備
で
き
る
か
が
重

要
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
点
、

『PlusUs-

カ
ル
テ
』
は
、
標
準
マ

ス
タ
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
診
療

多
彩
な
機
能
と
操
作
性
の
良
さ
が

ス
タ
ッ
フ
よ
り
高
い
評
価
を
得
る

熊本託麻台リハビリテーション病院の病院情報システム構成図。Web 型電子カルテシステムを中心に、各種
部門システムと連携して回復期リハビリテーション医療の円滑な実施を実現している



【
転
落
・
転
倒
防
止
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
コ
ア
】
帳
票
機
能
と
Ｄ

Ｂ
ビ
ュ
ー
ワ
機
能
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告

シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
操
作
性
の
良
さ
も
あ
っ
て
、
病
院
ス
タ
ッ

フ
か
ら
の
報
告
件
数
は
増
加
し
て
い
る

【
電
子
カ
ル
テ
基
本
画
面
】
病
院
ご
と
に
異
な
る
多
様
な
医
療
に
適
応

で
き
る
専
門
機
能
群
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
豊
富
な
「PlusU

s-

カ
ル
テ
」
は
、
高
い
操
作
性
と
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
る
シ

ス
テ
ム
を
提
供
す
る
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能
と
な
り
、
医
療
安
全
の
質
が
さ
ら
に
向
上
し
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
項
目
別
の
デ
ー
タ

集
計
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
イ
ン
シ
デ
ン

ト
の
傾
向
分
析
の
基
盤
が
整
い
、
将
来
的
に
予
防

に
も
役
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
院
で
は
、『PlusUs-

カ
ル
テ
』
の
帳
票
を

使
っ
て
転
倒
・
転
落
防
止
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ス
コ
ア

表
も
独
自
作
成
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
検
討
や
患
者

個
々
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
把
握
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
そ
の

ス
コ
ア
表
に
は
簡
単
に
項
目
を
追
加
設
定
で
き
ま

す
。現
時
点
で
は
完
成
の
域
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、

使
用
実
績
を
も
と
に
よ
り
使
い
や
す
く
患
者
保
護

に
有
用
な
形
に
進
化
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

電
子
カ
ル
テ
の
持
つ
機
能
を
、
病
院
個
々
の
診

療
に
合
わ
せ
て
独
自
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
柔

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
イ
ン
シ
デ
ン
ト
内
容
の
報
告
の
み
の
シ
ン
プ
ル

な
形
と
し
た
関
係
も
あ
り
、
看
護
師
以
外
の
職
種

か
ら
の
報
告
、
特
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
報
告
件
数
が

急
増
し
ま
し
た
。
結
果
、
よ
り
迅
速
な
対
応
が
可

軟
性
の
高
さ
も
、『PlusU

s-

カ
ル
テ
』
の
特
長
と

い
え
る
で
し
ょ
う
」

　

同
院
に
お
け
る
看
護
計
画
シ
ス
テ
ム
の
現
況
に

つ
い
て
、
成
瀬
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「『PlusU
s-

カ
ル
テ
』
は
、
看
護
計
画
に
お
い
て

も
ユ
ー
ザ
ー
が
任
意
に
作
り
込
め
る
柔
軟
性
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
現
在
、
回
復
期
の
看
護
計

画
か
ら
、
疾
患
管
理
に
真
に
有
用
な
シ
ス
テ
ム
の

構
成
を
煮
詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

　

回
復
期
リ
ハ
病
院
に
お
け
る
経
営
支
援
ツ
ー
ル

と
し
て
の
「PlusU

s-

カ
ル
テ
」
の
有
用
性
に
つ

な
管
理
シ
ス
テ
ム
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

　

今
後
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
、
田
尻
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
情
報
を
管
理
す
る
立
場
か
ら
は
、『PlusU

s-

カ

ル
テ
』
の
持
つ
デ
ー
タ
抽
出
機
能
を
二
次
利
用
に

積
極
的
に
活
用
し
、
よ
り
経
営
支
援
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ベ
ン
ダ
ー
は
ト
ラ

ブ
ル
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
機
能
の
有
効
活
用
に

関
し
て
も
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、

ベ
ン
ダ
ー
と
の
二
人
三
脚
で
最
善
か
つ
有
用
な
シ

ス
テ
ム
活
用
を
発
掘
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

「マスタ整備では、当初は必要最低限のマス
タ登録に留め、後からマスタを追加するよう
にしていく方が、電子カルテの効率的運用に
つながる」と話す TQM 部の成瀬信裕氏

熊本託麻台
リハビリテーション病院
2013 年に新築移転した熊本託麻台リハビ
リテーション病院。同院では、単なる機能
回復に留まらず、障害を持つ人々が積極的
に社会参加できるだけの機能回復を可能と
するための住生活環境を病棟に構築してい
る点が大きな特徴である。また、新築した
同院建物は熊本市内第 1 号のバリアフリー
法認定特定建築物の認定を受けているが、
単なるバリアフリーではない、左右どちら
の麻痺患者でも使用しやすいレイアウトと
なっている（月刊新医療 1 月号 196-198
頁「病院建築最前線」参照）

所在地：熊本県熊本市中央区帯山 8-2-1
病床数：142 床（一般 30 床、亜急性期 18 床、
　　　　回復期リハ 94 床）

電子カルテ「PlusUs-カルテ」の画面

経
営
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て

電
子
カ
ル
テ
を
有
効
活
用

い
て
、
田
尻
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

「
回
復
期
リ
ハ
病
院
の
施
設
基
準
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
あ
り
、
そ

れ
を
達
成
し
な
い
と
病
院
収
入
に

大
き
な
違
い
が
出
て
き
ま
す
。
様

式
49
と
呼
ば
れ
る
デ
ー
タ
提
出
も

そ
の
要
件
の
１
つ
で
す
。『PlusU

s-

カ
ル
テ
』
で
は
そ
の
デ
ー
タ
を
自

動
作
成
で
き
る
の
は
有
難
い
で
す
。

　

入
退
院
調
整
の
管
理
は
、
当
院

で
自
作
し
た
病
床
管
理
シ
ス
テ
ム

を
使
い
、『PlusU

s-

カ
ル
テ
』
の

病
床
管
理
機
能
と
連
携
さ
せ
る
形

で
対
処
し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
さ
れ

た
過
去
情
報
の
傾
向
か
ら
月
末
集

計
の
結
果
を
予
測
し
、
そ
れ
を
も

と
に
月
中
に
対
策
を
施
せ
る
よ
う


